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過興奮した大脳辺縁系ニューロンは性的満足感を作り、性行動への意欲を低下させる 

一時的な社会経験は、その後の長期的な行動決定に影響を及ぼす。例えば、射精と

いう行為は、その後の数時間から数日間における性行動の減少を引き起こす。しか

し、一時的な社会経験が長期的な行動決定を生み出す神経符号化（コーディング）の

メカニズムは明らかになっていない。本研究は、射精経験がその後の長期的な性行動

抑制を生み出す神経符号化メカニズムの解明を目的とした。 

マウスの射精経験は、分界条床核（BNST）と呼ばれる脳部位に存在するエストロ

ゲン受容体 2（Esr2）発現ニューロン（BNSTEsr2ニューロン）を選択的に活性化し

た。マウスが性行動を示さない、すなわち性的満足感を得ている期間では、BNSTEsr2

ニューロンの活動性が上昇していた。BNSTEsr2ニューロンの活動を抑制すると、マウ

スが性的満足感から回復し再び性行動を示すまでの期間が短くなった。雄マウスにお

いて、BNSTEsr2ニューロンの過興奮は性行動への意欲を低下させた。射精経験後の

BNSTEsr2ニューロンの過興奮は hyperpolarization-activated cyclic nucleotide-gated 

(HCN) 1 チャネルの活性化による細胞内への内向き電流により生じることが示され

た。 

以上の結果から、射精経験後の長期的な性的満足感は、BNSTEsr2ニューロンの

HCN1 チャネルの変化によりコードされることが明らかとなった。 
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